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資料１ 

今年度の実施報告及び予定 

 

１ 実施報告 

（１） 「鷹山公に学ぼう SDGsもなせばなる」（なせばなる秋まつり併催） 於:伝国の杜  

①【講演会】 ９月２３日（金・祝）１４時～１５時３０分    

   講師：九里学園高等学校 教諭 遠藤 英 氏 

   演題：「上杉鷹山に学ぶ SDGs」 

   参加者：３０名 （新型コロナウイルス感染症対策のため、席数を制限して開催） 

※別紙１アンケート回答参照 

 

②【ワークショップ】９月２４日（土）  

１０時～１２時 ㈱丸定、米沢興譲館高等学校 

１４時～１６時 ㈱丸定、㈱ニューテックシンセイ  

   出展団体：米沢興譲館高等学校  「カードゲームで楽しく学ぶ SDGs」 

        ㈱丸定        「段ボール模型工作＆段ボールベッド体験」 

        ㈱ニューテックシンセイ「もくロックでキーホルダーを作ろう」 

   来場者 ：約１２０名  

 

講演会・ワークショップの様子 
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（２） 「SDGsプロジェクトのプロモーション技法研修」（企業・団体向け研修） 

     講師：BBT大学 谷中 修吾 氏 

① 第１回 基礎研修（オンライン） 

   ９月１６日（金）１９時～２０時３０分 

   参加者：約５０人 

※別紙１アンケート回答参照 

   

② 第２回 本研修１（集合形式） 

   ９月２８日（水）１９時～２１時 

   参加者：２９名（当日出席者２５名） 

 

第２回研修の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の研修日程 

③ 第３回 本研修２（集合形式） 

１０月１２日（水）１９時～２１時 （本日） 

 

④ 第４回 本研修３（集合形式） 

１０月２６日（水）１９時～２１時 
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２ 今後の予定 

（１）米沢市 SDGs「わたしのなせばなる」高校生チャレンジ 

① 目的  ・米沢の将来を担う高校生の成長の一助となる機会の提供 

・SDGsを通して地域を見つめなおすことによる愛郷心の醸成と定住の促進 

・高校生の活動、発表を通じての SDGsの普及啓発 

② 概要  「わたしのなせばなる」の仕組みを活用して、次世代を担う市内の高校生が

SDGs をキーワードとして自分たち自身で社会や地域の課題を認識し、その

解決に向けた具体的な行動を考える機会とするとともに、その内容を発表

する場を設けることで、SDGsの普及啓発を図る。 

③ 対象  ・市内の高校に通う高校生のグループまたは個人（全６校から２６名参加） 

・１校当たり１～２グループ（１グループあたり１～３人） 

④ 実施状況及び今後のスケジュール 

７月 各高校へ参加依頼 

８～９月 ガイダンスの開催 

参加者において、課題の設定及び取組を検討 

１０月３日（月） 

１７時～１８時３０分 

意見交換会の開催  

※別紙２参加校及びテーマ一覧参照 

１１月７日（月） 

１４時～１７時 

発表会（市議会議場で開催） 

 

意見交換会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）米沢 SDGsカンファレンス 2022（オンライン） 

 ① 目的  本市の SDGs に関する取組等を全国区に発信して認知を獲得するとともに、米

沢発の SDGsを地域内外に広げていくことを目的とする。 

 ② 概要  谷中先生を講師に迎え、先生からの講演のほか、市内事業者による事例発表

や環境省トーク（地域循環推進室長）、登壇者によるクロストークを実施す

る。事前の周知によってメディアへの露出を高め、「東北で SDGs と言えば米

沢」という認知を得る。 

③ 対象者 日本全国で SDGsに取り組むキープレーヤー 

④ 日時  １１月２８日（月）１９時～２０時３０分 


